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　近年、内視鏡周辺機器の飛躍的な進歩に伴い、婦
人科領域でも従来では開腹手術を行っていた症例で
も腹腔鏡下にて手術を行えるようになってきた。腹
腔鏡下手術では、患者に対する侵襲が少なく術後の
回復が早いため入院期間が短いという利点がある
が、そのためより安全な手術方法が求められてきて
いる。当科では従来の気腹法に替わる方法として皮
下鋼線吊り上げ法を採用し、その有用性を経験し
た。
　皮下鋼線吊り上げ法では、最初に良好な視野を確
保すれば気腹法のようにガスの漏出によって視野を
悪化をさせることなく手術操作を行うことができ
る。また、気密性を必要としないため手術手技に応
じたさまざまな鉗子類の挿入や抜去が円滑に行える
ようになった。同じサージグリップから2本の鉗子
やガーゼの挿入も可能であるし、縫合や結紮も容易
である。腹腔内の洗浄吸引時でも視野を悪化させる
ことがないため、レーザーや電気メス使用時の際の
煙やその排煙に殆ど影響されず手術を継続できた。
さらに、皮下鋼線吊り上げ法の器具は減菌再使用す
ることができるため安価である。
　このように、皮下鋼線吊り上げ法は腹腔鏡下手術
でありながら開腹手術に近い手術操作を行うことが
でき、より安全で経済的だといえる。
　骨格筋の収縮特性や代謝の違いは，筋線維タイ
プの構成比率や運動終板の形態に反映するといわ
れている．そこで，これらの特質を解明するため
に，負荷（食物飢餓）を与えたラット下腿筋にお
ける筋線維の退行変化を，形態学的に検索し，さ
らに運動終板との関連性を考察した．
【材料と方法】8週齢のWistar系雄性ラットを用
い，飼料を自由に与えた対照群と，水のみを与え
た実験群から前脛骨筋と腓腹筋を試料として摘出
した．組織化学的観察として凍結切片に
myosin－ATPase染色（pH9．4），　SDH染色，
α一GPDH染色，　PAS染色を施し，筋線維タイプ
の構成比率の算定と筋線維の太さの測定を行った．
また透過型電顕観察から，筋細線維の工帯
部1μm平方あたりのグリコーゲン一粒のfi　，　T細
管の太さ，Z帯の位置での筋細線維の太さを算定
した．さらに銀染色を施した試料から，運動終板
の面積を測定した．
【結果】筋線維タイプの構成比率と筋線維の太さ
では，二筋とも対照群との間に有意差は認められ
なかったが，前脛骨筋において値の変動する傾向
がみられた．1帯部1μm平方あたりのグリコー
ゲン穎粒の量では，前脛骨筋の赤筋線維と腓腹筋
で有意に減少し，T細管の太さでは，両筋とも白
筋線維が有意に小さな値を示した．運動終板の大
きさでは，腓腹筋の運動終板が有意に小さい値を
示したが，減少の割合は腓腹筋の方が大であった．
　以上の結果から，抗重力筋として体勢の維持に
関与する赤筋型の腓腹筋は飢餓に対する耐性が強
く，それに対して足関節に関して拮抗的に働く白
筋型の前脛骨筋の方が，筋線維の変化が大きく，
飢餓の影響をより受けていることが推察された．
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